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【無名橋7-1号】ボックスカルバート構造図（1）
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※1.　河床に体積した土砂を撤去し、高圧洗浄により岩盤面の浮石を除去する。

※2.　置換コンクリートの底面は岩盤に支持させること。

※3.　既設橋台において、既設コンクリートの打継ぎ処理としてチッピングを行うこと。
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名　称

整理番号登録番号

工事名

無名橋7-1号

県道針川工区整備工事

独立行政法人水資源機構 関西・吉野川支社 淀川本部 丹生事務所
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